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阿川研究会論文集発行にあたって

 阿川研究会の論文集が、 このほどようや く完成 し、発行 され ま した。研究会のメンバー

は、毎学期精力 を込めて、アメ リカ合衆国憲法に関す る期末 レポー トを執筆 します。 これ

までは教員である私が提出された レポー トを読んで、点数 をつけていただけで した。

 しか しせ っか く学期 を通 じて、あるいは年間を通 して勉強 した成果 である期末 レポー ト

を、執筆者 と教員だけが読むのでは、もったいない。ぜひ研 究会 メンバー相互で、成果 を

分け合お う。 さらに研究会以外 の人たちに も読んで もらお う。そ う考えて作成 したのが、

この論文集です。

 実 はこのアイデ ィアを思いついたのは、研究会メンバーの一人、 中河香一郎君です。 中

河君 は研 究会の仲間何 人か を説得 し、私の添削 した レポ ー トを各 自修正 し再提出 してもら

うように しま した。2006年 秋 のことです。 ところが私 自身、秋学期 を通 じて尋常でない忙

しさが続 き、なかなか論文集の原稿に 目を通す時間があ りませんで した。発行が年 を越 し

2007年 春になったのは、そのためです。 ここに謹んでお詫びを申 し上げます。

 それに して も、こ うして何人かの論文 をま とめてみ ると、なかなか立派 なものになった

と、感慨 に堪えません。研究会メンバー以外の人が見た ら、ずいぶん専門的で難 しい こと

をや っているとの感想を、必ず抱 くと思います。実際、アメ リカ憲法について学部生がこ

れだけの内容の論文 を書いている例は、 日本広 しとい えども、そ う多 くない と思います。

これ も人 によっては2年 間、毎週米国憲法の判例 を読み続 け、勉強を した成果です。 もと

よ りその内容には、多少 の間違いが あるか もしれません。 また表現が稚拙 な部分 もあるで

しょう。 しか し、こ うして1つ の形 にす る ところまで漕 ぎつ けたこ とを、研究会のメンバ

ーは誇 りにしていい と思います。

 今後は卒業制作を中心に、毎年春 に論文集 をまとめたい と考えてい ます。今回論文集 に

寄稿 しなかった人 も、ぜひ近い うちに挑戦 して くだ さい。そ して阿川研 究会で共に学び、

共に遊んだ、思い出に してほ しい と思います。

 中河君、寄稿者 のみな さん、そ して研究会の全メンバー に、改 めてお礼を申 し上 げます。

2007年1月 阿川 尚之


